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大豆に対するシー トマルチおよび分枝除去の効果について
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1ま え が き

大豆多収の事例は,養水分に恵まれる水日転換畑に多

い。このため,普通畑大豆に転換畑条件の適用により,特

に土壌改良と水分保持に留意し多収生育型について検討中

のものである。

本報告は,最大生育量IL保のためのシ,ト マルチの効果,

文,生育障害 (特に分校折損 )回避を狙いとした分枝除去

効果を明らかにしようとし,得 られた成果について報告す

る。

2試 験 方 法

供試品種 :オ タシロメ・東北54号

播種密度:畦帽 100あ ,株間 50", 1本立

供試ポリシート:厚さ05mの透明ポリシート

区の構成 :

1 シー トマルチの効果 (表 1-1)

表 1-1 区の構成

注 〇内数字 lま 区番号。

表2 終花2週間後及び成熟期の形質

2 分枝除去の効果 (表 1-2)

表 1-2 区の構成

項 目

品種名

マルチの

有  無

分 枝 の 除 去

無 有

オ クシ ロメ
無

有

①

③

②

④

東 北 54号
無

有

⑤

⑦

⑥

③

注 分校の除去は 7葉時に主茎 5節までの分枝を除去。

供試IL4:黒色土壌粘土型 (火 山灰 ),普通畑。

そ の 他 :

堆肥300%,P吸 (2,100)の 25%相当量のようりん施

用,灌水はpF 23に 達 したとき20獅畦間灌水。

6 試 験 結 果

1 シートマルチの効果

生育相及び稔性期Fn5の 生育について : シートマルチに

よって,オ クシロメ・東北54号 ともに発芽が 4日 ,開花が

1日 早まるが成熟期への影響はない。そのため,シ ー トマ

ルチによって栄養生長期間は3日 ,登熟期間は 1日 長くな

る。終花 2週間後の生育は表 2の 通り,地上部乾物重・ L

AIと もにォクシロメが大きく,シしトマルチの効果は東

Jヒ 54号より多奏性のオタシロメで大きい。

マ ル チ の 有 無

区

番

号

品

種

名

項 目

区  名

終花 2週間後 成 熟 期

地上部
乾物重

〔%本 )

LAI 主茎長

(απ)

茎 径

(m)

分枝数

(本 )

総 分
枝 長

(ω )

総節数

(節 )

有効節
数歩合

(¢ )

完 全
爽 数

(コ )

精粒重

(夕 )

百粒重

(夕 )

1

2

オ

ク

シ

ロ
メ

M-/v,
チ

６５
　
∝

56

66

662

775

164

182

202

236

427

760

123

178

755

723

2'1

400

161

211

282

286

対無マルチ比(%)

1

2

東
北
５４
号

s'-a)ru
チ

215

231

47

50

584

663

166

173

184

226

456

732

114

151

339

345

対無マルチ比(%) 117

成熟期における各形質及び子実生産 : シー トマルチに

よつて各形質は増大 し,特に総分枝長・総節数の増加が著

しい。 しか し,総節数の増加の割に有効節数の増加が少な

く,シ ー トマルチによって有効節数歩合の低下が認められ,

東Jヒ 54号でこの傾向が大きい。このため,東 Jヒ 54号の精

粒重は 183夕 で無マルチに比 し17%の 増加にとどまつた。

一方,オ クシロメは有効節数歩合の低下が小さく,各形質

の増加が精粒重の増力oと 結びつき,個体当り完全奏数 400
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奏の確保で 2117の子実生産がなされ, これが当地方の普

通畑における最大子実生産量 とJIE察 される。 しかし,粗縮

条件下で個体を最大に生育させたときの収量は428%であ

り,播種密度の重要性がうかがわれる。また,生育量が大

きくなった場合,分枝折損の発生が多くなり問題である。

表6 終花 2週Fal後 及び成熟期における形質

分枝除去による各形質の減少率は品種によって異なり,

オクシロメより東北54号 が減少率が大きく,更にシートマ

ルチで減少率が大きくなる (図 1)。

葉の着生は,分枝除去によって主茎への着生割合が高ま

り,有効節数歩合もォクンロメで高くなる。子実重は,分

枝除去によってォクシロメ 東北54号 とも約 40%減少す

るが,それ以上にLAIの低下が大きく,播種密度を考慮

することにより多収栽培の可能性が大きいと考える。

2 分校除去の効果

分枝除去の生育相に及ぼす影響は少なく,分枝折損等の

生育障害は完全に回避される。分枝除去によって各形質は

減少 し,特に分枝数 総分伎長・総節数の減少は大きいが,

粒肥大への影響はない。

4 ま

1 シートマルチの効果は多奏性のォタシロメで極めて顕

著で,個体当り完全奏数400個の確保により211夕 の子実

生産が可能であり,当地方普通畑における個体当り最大生

育量と推察される。

2 分枝除去によって,分枝折損や倒伏等の生育障害は回

避され,主茎への着奏割合が高まる。完全業数は分枝除去

によって減少するが, それ以上にLAIの低下が大きく,

播種密度を検討することによって多収穫の可能性があると

考える。 図1 分校除去による各形質の増減率
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